
様式１

令和４年４月１日現在

4 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

100 人

89 人

79 人

10 人

89 人

0 人

0 人

0 人

1 人

0 人

1 人

0 人

0 人

0 人

88 人

1 台

0 台

4 台

1 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

☆ 円

☆ 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

消　防　団　の　組　織　概　要

０１３７２－７－３３７９

都道府県名 北海道
所在地

〒０４１－１４０３

市町村名 鹿部町 北海道茅部郡鹿部町字宮浜２８６番地１

消防団事務所管 南渡島消防事務組合　鹿部消防署庶務課 電話番号（直通） ０１３７２－７－３３３１ FAX

消防団名 鹿部消防団 メールアドレス syoubou@town.shikabe.hokkaido.jp

組
織

分団数 ホームページURL http://www.minamioshima-syoubou.jp/

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数

実員数 　鹿部消防団の主な活動は、年次計画に基づき１月の出初式を始め、6月に渡島
管内の消防団が一同に会する渡島地方総合訓練が実施され、小隊訓練や小型ポ
ンプ操法に出場、また、北海道消防学校で行われる「北海道消防操法訓練大会ポ
ンプ車操法・小型ポンプ操法」の部に出場経験があり、厳正な規律や消防技術の
習得を図るなど、団員の知識・技術の向上に努めています。８月には消防団技能
錬成訓練を実施し、各分団毎に隊の連携強化を目的とした放水訓練を実施してい
ます。１０月は全道秋の火災予防運動時に消防署・消防団の車両が隊列を組んで
防火パレードを実施しており、また、同火災予防運動期間中に消防署と消防団の
連携を強化する目的とした合同火災訓練を実施しています。
　女性消防団員による活動は、年２回の独居高齢者宅の防火訪問を実施し、防火
点検、防火チラシの配布及び身体状況の確認などを行い、住宅防火や健康意識を
高めてもらう活動をしています。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、消防団活動の縮小を余儀なくされ
ておりますが、当消防団は、各分団毎にスタイルを変えて放水訓練を実施するなど
感染防止対策を取り、工夫しながら地域住民の安心安全を確保するため日々研鑽
を積んでおります。

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：出動報酬について、一日あたりの報酬の額を定めている場合はその額を記載している。
　　　 もっとも、報酬の額は、出動区分（火災、風水害、警戒、訓練等）や支給単位（出動１日あたり、○時間あたりなど）が市町村等によって異なること
　　　 から、年額で○円や一定時間以上で○円等の定め方をしている場合は「☆」、災害出動に関する報酬の額について定めがない場合は「-」 と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


